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戦
国
時
代
、
天
下
統
一
を

果
た
し
た
徳
川
家
康
に
国
際

情
勢
を
教
え
、
通
訳
、
外
交

顧
問
と
し
て
西
欧
諸
国
の
侵

略
か
ら
日
本
を
守
っ
た
英
国

人
、三
浦
按あ

ん
針じ

ん（
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ア
ダ
ム
ス
１
５
６
４
～

１
６
２
０
年
）。
そ
の
念
持

仏
が
横
須
賀
市
逸
見
浄
土
寺

さ
ま
の
観
音
菩
薩
で
す
。

　
１
６
０
０
年
に
オ
ラ
ン
ダ

船
で
大
分
県

に
漂
着
。
以

来
、
家
康
の

外
交
顧
問
、

通
訳
、
航
海

術
、
砲
術
、

天
文
学
、
世

界
情
勢
の
知

識
を
惜
し
み

な
く
指
南
し

厚
い
信
任
を

得
ま
し
た
。
や
が
て
横
須
賀

の
逸へ

み見
村
（
現
在
の
逸
見
）

に
２
５
０
石
の
領
地
を
与
え

ら
れ
（
史
上
、
領
地
を
与
え

ら
れ
た
外
国
人
は
按
針
の

み
）、旗
本
身
分
と
な
り
「
青

い
目
の
サ
ム
ラ
イ
」
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

　
１
６
１
６
年
家
康
が
亡
く

な
り
、
そ
の
４
年
後
按
針
は

母
国
に
戻
る
こ
と
な
く
日
本

で
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
そ

の
の
ち
按
針
の
息
子
ジ
ョ
セ

フ
（
２
代
目
三
浦
按
針
）
は

父
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
按

針
の
念
持
仏
観
音
像
を
浄
土

寺
に
奉
納
し
た
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
像

は
柔
和
な
品
格
の
あ
る
お
顔

立
ち
で
、
筒
形
の
八
角
宝
冠

の
正
面
に
化
仏
を
頂
き
鋳
造

技
法
が
巧
み
で
す
。

　
命
を
懸
け
た
航
海
に
は
じ

ま
り
、
生
涯
を
家
康
と
共
に

日
本
に
捧
げ
た
按
針
。
遺
言

で
浄
土
寺
の
高
台
に
あ
る
地

浄
土
寺
・
観
音
菩
薩
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（131)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

に
葬
っ
て
ほ
し
い
と
あ
り
、

墓
は
安
針
塚
（
国
史
跡
）
と

し
て
建
っ
て
い
ま
す
。

　「
高
台
か
ら
望
む
方
向
は

家
康
の
御
恩
に
報
い
る
べ
き

江
戸
を
臨
ん
で
い
る
の
で

す
」
と
浄
土
寺
ご
住
職
は
お

話
下
さ
い
ま
し
た
。

　
毎
年
４
月
桜
の
咲
く
按
針

忌
に
像
は
公
開
さ
れ
ま
す
。

像
高
30
・
４
㎝
。
銅
製
鋳
像
、

鍍
金
。鎌
倉
時
代（
市
重
文
）。

　
訂
正
　
４
月
号
の
記
事
で

「
大
和
園
城
寺
」
と
あ
っ
た

の
は「
大
和
忍
辱
山
円
成
寺
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

　
前
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
最

も
優
れ
た
作
品
集
に
贈
ら
れ

る
第
38
回
詩
歌
文
学
館
賞

（
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
振

興
会
な
ど
主
催
）
の
俳
句
部

門
で
星
野
高
士
さ
ん
（
70
）

の「
渾
沌（
こ
ん
と
ん
）」（
深

夜
叢
書
社
）
が
受
賞
し
た
。

　
星
野
さ
ん
は
１
９
５
２
年

鎌
倉
生
ま
れ
。
高
浜
虚
子
の

曾
孫
で
、
10
代
か
ら
祖
母
星

　
社
会
生
活
だ
け
で

な
く
学
校
現
場
で
も

４
月
か
ら
は
原
則
と

し
て
マ
ス
ク
着
用
が

任
意
と
な
り
、
会
話

の
際
に
生
じ
て
い
た
「
変
な

緊
張
感
」
も
少
し
ず
つ
緩
和

さ
れ
て
き
ま
し
た
▼
物
理
的

な
意
味
合
い
だ
け
で
は
な
い

「
人
と
の
距
離
感
」
が
戻
っ

て
き
た
気
が
し
ま
す
▼
し
か

し
先
日
、
小
学
生
の
娘
か
ら

は
「
マ
ス
ク
生
活
じ
ゃ
な
い

【
新
生
活
】だ
ね
」と
言
わ
れ
、

未
就
学
児
の
息
子
に
も
外
出

時
に
「
マ
ス
ク
し
な
く
て
も

い
い
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
し

た
▼
給
食
で
「
黙
食
」
の
生

活
を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
人
と
の
距
離
感

は
「
懐
か
し
い
」
で
は
な
く

「
新
し
い
」
に
な
る
こ
と
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
▼
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
常
に
何
か
を
気

に
す
る
よ
う
な
生
活
か
ら
少

し
だ
け
抜
け
出
せ
た
気
が
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
Ｎ
）

　
▼
菖
蒲
祭
　
５
日
13
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
無
病
息
災
な

ど
祈
願
。

　
▼
草く

さ
じ
し鹿

神
事
　 

５
日
13
時
、

鎌
倉
宮
。
古
式
の
装
束
の
射

手
が
、鹿
の
形
の
的
を
射
る
。

　
▼
清
正
公
大
祭
　
５
日
９

時
半
、
妙
法
寺
。

　
▼
春
の
み
ど
り
と
花
の
ま

つ
り
　
４
・
５
日
10
～
15
時
、

長
久
保
公
園
。

　
▼
鎌
倉
大
仏
献
茶
式
　
13

日
８
時
半
～
16
時
半
、
鎌
倉

大
仏
殿
高
徳
院
。

　
▼
徳
崇
大
権
現
会
・
大
般

若
経
転
読
会
　
22
日
13
時
、

小
町
の
宝
戒
寺
。
北
条
一
族

の
慰
霊
供
養
。

　
▼
第
66
回
逗
子
海
岸
花
火

大
会
　
26
日
19
時
半
。（
２

面
「
ひ
と
」
に
関
連
記
事
）

　
▼
白
旗
神
社
例
祭
　
28
日

10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

白
旗
神
社
。

　
▼
茶
筅
供
養
　
28
日
10
時

半
、事
前
予
約
制
。
建
長
寺
。

５月

句
集
の
栄
誉
「
詩
歌
文
学
館
賞
」
受
賞

鎌
倉
の
星
野
高
士
さ
ん

小
津
安
二
郎
の
特
別
展

「
世
界
の
Ｏ
Ｚ
Ｕ
」
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど

鎌
倉
の

 

２
つ
の
句
会

１
１
０
０
号
発
行

を
記
念
す
る
式
典

を
開
い
た
。

　
句
集
の
発
行
は

２
０
１
４
年
の

「
残
響
」
以
来
８

年
ぶ
り
。
年
に

３
千
句
、
８
年
間

で
２
万
４
千
句
詠

ん
だ
作
品
の
中
か

ら
３
８
７
句
を
選

ん
で
一
冊
に
ま
と

め
る
作
業
が
大
変

だ
っ
た
と
い
う
。

星
野
さ
ん
主
宰
「
谷
戸
句
会
」 野

立
子
に
師
事
、
立

子
逝
去
後
、
俳
誌

「
玉た

ま
藻も

」
を
後
継
し

た
母
・
星
野
椿
を
補

佐
し
、
２
０
１
４
年

か
ら
主
宰
。
昨
年
、

８
月
に
６
冊
目
の
句
集
「
渾

沌
」
を
発
行
し
、
11
月
に
都

内
で
星
野
さ
ん
が
主
宰
す
る

鎌
倉
虚
子
立
子
記
念
館
の
21

周
年
、「
玉
藻
」創
刊
90
周
年
・

　
星
野
高
士
さ
ん
主
宰
の

「
鎌
倉
谷
戸
俳
句
会
（
谷
戸

句
会
）」（
会
員
19
人
）
の

２
０
１
回
目
の
句
会
が
４
月

19
日
、
鎌
倉
婦
人
子
供
会
館

で
開
か
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
鎌
倉
文
学
館

か
ら
会
場
を
移
し
て
（
同
館

改
修
工
事
の
た
め
）
の
句
会

で
、
開
始
時
間
の
午
後
１
時

に
は
み
ん
な
投
句
を
す
ま

せ
、
講
師
の
星
野
さ
ん
を
囲

ん
で
着
席
。
星
野
さ
ん
の
挨

拶
の
あ
と
、
先
日
の
受
賞
の

お
祝
い
が
会
員
一
同
か
ら
渡

　
日
本
を
代
表
す
る
映
画
監

督
と
し
て
世
界
に
名
を
馳
せ

る
小
津
安
二
郎
（
１
９
０
３

～
１
９
６
３
）
の
生
涯
を
た

ど
る
特
別
展
「
生
誕
１
２
０

年
　
没
後
60
年
　
小
津
安
二

郎
」
が
横
浜
市
中
区
の
神
奈

川
近
代
文
学
館
で
開
か
れ
て

い
る
。
５
月
28
日
ま
で
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
「
秋
日

和
」
な
ど
予
告
編
上
映
に
は

小
津
監
督
も
登
場
。
展
示
の

導
入
は
「
世
界
の
Ｏ
Ｚ
Ｕ
」

と
し
て
「
東
京
物
語
」
な
ど

海
外
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
の

数
々
、
撮
影
器
具
、
ピ
ケ
帽

な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

小
津
監
督
の
初
期
か
ら
晩
年

の
作
品
ま
で
、
ポ
ス
タ
ー
や

写
真
、
小
津
の
メ
モ
書
き
の

あ
る
台
本
や
自
筆
の
書
簡
、

映
画
で
使
わ
れ
た
掛
け
軸
、

赤
い
や
か
ん
や
湯
呑
、
映
画

の
宣
伝
グ
ッ
ズ
や
記
念
品
な

ど
約
５
０
０
点
の
資
料
で
紹

介
。
同
近
代
文
学
館
で
の
映

画
監
督
の
展
示
は
初
め
て
。

小
津
は
文
壇
の
作
家
と
の
交

流
が
深
く
、
同
館
の
す
ぐ
近

く
で
も
ロ
ケ
が
行
わ
れ
神
奈

川
は
小
津
映
画
に
ゆ
か
り
の

深
い
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
一
般
８
０
０
円
。
問
い
合

わ
せ
同
近
代
文
学
館
☎
０
４

５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

さ
れ
た
。「
句
集
発
行
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
今
後
も
邁

進
し
て
い
く
」と
星
野
さ
ん
。

　
投
句
は
各
自
３
句
、
選
句

が
始
ま
り
、
出
席
者
15
人
と

講
師
ら
の
作
品
が
無
記
名
で

書
か
れ
た
用
紙
を
回
し
て
各

自
５
句
を
選
句
用
紙
に
記

入
。
そ
の
あ
と
、
各
自
の
選

句
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
４
月
の
兼
題
は
「
朧
・
春

の
草
」
で
、
星
野
さ
ん
が
選

ん
だ
特
選
は
、「
相
寄
り
て

灯
る
数
戸
や
草
お
ぼ
ろ
」
ほ

か
４
句
。
句
評
と
同
時
に
添

削
も
行
わ
れ
、
鎌
倉
や
地
方

の
風
土
、
虚
子
立
子
の
話
な

ど
を
織
り
交
ぜ
た
話
に
皆
、

興
味
深
く
聴
き
入
っ
た
。

　
同
会
は
２
０
０
５
年
に
鎌

倉
文
学
館
で
星
野
さ
ん
の
俳

句
講
演
会
を
機
に
俳
句
愛
好

者
が
集
ま
っ
て
発
足
。
同
じ

時
期
に
同
文
学
館
の
山
内
静

夫
館
長
ら
職
員
ら
が
「
聴
濤

句
会
」
と
し
て
句
会
を
ス

タ
ー
ト
。
星
野
さ
ん
主
宰
の

両
句
会
は
２
０
２
０
年
、
15

周
年
記
念
合
同
句
集
を
発
行

し
た
。
星
野
さ
ん
は
「
い
ろ

い
ろ
な
俳
人
が
鎌
倉
文
士
と

言
わ
れ
る
方
々
と
足
跡
を
残

し
て
い
る
鎌
倉
の
地
に
毎
月

俳
句
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
俳
句
界
に
と
っ
て
も
貴

重
な
こ
と
な
の
だ
と
思
う
」

と
書
い
て
い
る
。


